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【手続補正書】
【提出日】平成22年6月22日(2010.6.22)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ＡＭＯＬＥＤのセルを駆動する方法であって、
　駆動電圧を変化させるために少なくとも一方が変更される駆動電位及び接地電位によっ
て、前記セルへ前記駆動電圧を印加するステップと、
　予め与えられた時間フレームの間に前記セルへ輝度制御信号を加えるステップと
　を有する方法において、
　前記ＡＭＯＬＥＤにおける対象の運動中の鮮明さの印象が改善されるよう、前記時間フ
レーム内で傾斜を有して前記駆動電圧を変化させるステップを特徴とする方法。
【請求項２】
　前記駆動電圧は、前記時間フレーム内の予め与えられたアドレス指定時間期間の間に小
さくされる、請求項１記載の方法。
【請求項３】
　前記駆動電圧は、前記時間フレーム内に連続的に増大又は減少する、請求項１又は２記
載の方法。
【請求項４】
　前記駆動電圧は、前記時間フレームの一部分において連続的に増大し、前記時間フレー
ムの他の部分において連続的に減少する、請求項１又は２記載の方法。
【請求項５】
　前記駆動電圧は、駆動電位及び接地電位によって与えられ、
　前記接地電位又は前記駆動電位は、前記駆動電圧を変化させるために変更される、請求
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項１乃至４のうちいずれか一項記載の方法。
【請求項６】
　ＡＭＯＬＥＤのセルを駆動する装置であって、
　予め与えられた時間フレームの間に前記セルへ駆動電圧及び輝度制御信号を加える駆動
手段を有する装置において、
　前記ＡＭＯＬＥＤにおける対象の運動中の鮮明さの印象が改善されるよう、前記時間フ
レーム内で傾斜を有して前記駆動電圧を変化させる制御手段を特徴とする装置。
【請求項７】
　前記制御手段は、前記時間フレーム内の予め与えられたアドレス指定時間期間の間に前
記駆動電圧を小さくする能力を有する、請求項６記載の装置。
【請求項８】
　前記制御手段は、前記時間フレームにおいて連続的に前記駆動電圧を増大又は減少させ
る能力を有する、請求項６又は７記載の装置。
【請求項９】
　前記制御手段は、前記駆動電圧を、前記時間フレームの一部分において連続的に増大さ
せ、前記時間フレームの他の部分において連続的に減少させる能力を有する、請求項６又
は７記載の装置。
【請求項１０】
　前記駆動電圧は、駆動電位及び接地電位によって与えられ、
　前記制御手段は、前記駆動電圧を変化させるために前記接地電位又は前記駆動電位を変
更する能力を有する、請求項６乃至９のうちいずれか一項記載の装置。
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